
海外研修
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研究の内容

｛ﾘﾄ修テーマllHl1i(iノノ・読解ノノ

訪llI11Iilアメリカ

訳}企(ﾘ}先頃１１

(1)ｌｌｆｌ１ｉハノノ・読解ﾉﾉ|ｲﾘｰﾋにIh１けた諦冊活ji1jの火際

(2)［ＣＴを?iＭ１した授業の実際

(3)各州jL通スタンダード（ComlllonCorcSIalcSlandards）
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導入の状況

成果と弧越

調査結果

調査国において効果を上げているとり組みは，次の４点にまとめられる。

.｛(|:会４Ｍiliに結び付くデイベートを１１ｌいた局Tyilili動の允災

・ＩＣＴを活11Ｉした教育の允火

・各教科の学習活ｌｉ１１を関連付けた諦彙ﾉﾉの行成

・個々の能ノノに応じたテキストのIill川
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主な考察

学ノノの全|玉Ｉ的な底」1げを'三|指し，２０１０ｲliに各州共、スタンダー

２ 

・学ノノの全|玉Ｉ的な底」1げを'三|指し，２０１０イliに各州共、スタンダードが発表された。

現在４４州が導入を進めており，その効果を検証するには，さらにｌＩｆｌｌＩ１を要する。

・諦錐の習得にも政点をおいた指導がなされている。また，母語の学習において

だけでなく，各教科においてjiWl:すべき柵並を明確に脂導内容に位Ｍ付けている

ことは学ぶべき点である。脂導ﾉﾌﾞ法については，絵本の読み聞かせや児童による

語彙の分緬など，多様にとり組まれている二|;例が参考となる。

・児雌'三徒が読む本は，l1lil々の説(i能ノノに応じたものとなっている。ｊ座得語彙数

に応じた読み物がr([i(''１iされ，各|:lの到達度にJILづいて選択している。個々の能ノノ

を高めるという視点がlﾘl確であり，参考とすべき点である。

・高等学校においては，デイベートを)Ⅱいた学習が雁Ｉ)'１されている。授業以外で

も課外Iili動などで学びを深める機会がilliI111iされている。社会との関連を１ＭJする

姿勢が特徴的であり，Z上きるノノの育成に直ｆ,!iするとり組として学ぶべきﾉA(が多い。

．太』uのスマートボード（f{iiT.A((板）をホワイトボードと川１１}しながら活)|Ｉして

いる。共通課題の確認やウェブリイトの提示，ドキュメントプロジェクターとし

て｣|：徒の作品を提示するなど効果的に?ililllされ，学習意欲の向」芝に成果を_上げて

いる。（''1梨北'''４１i;息校倉１１|憲一）
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海外研修報告

フランス海外研修報告（キャリア教育）

研究の内容

教育課題研修指導者海外派遣プログラムで１０月１７日～281]まで､フランスのキャリア教育

とオリエンテーション（進路掃導）について研修をして参りました。

１研修調査団の研究課題

（１）学校と学校，学校と社会をつなぐキャリア教育の在り方

（２）キャリア教育の支援機関の現状と取り組み

（３）若年層就業支援の取り組み

２調査団の調査方法

［季FE藺困公立'|'高校,私立小[|'学校,ｿﾙﾎﾞﾝﾇ大学,高等師範学校など
脈mijヨパリｱｶﾃﾞﾐｰ,ＰＥＥｎＥＰＡＣｌｑ職業の館など

合計１７カ所を訪問し，講義，授業参観，意見交換等により，調査研究を進め

た。

研修の成果とまとめ

１学校と学校，学校と社会をつなぐキャリア教育の在り方について

フランスは厳格な資格社会で正仕事に就くのも資格次第であり，将来どんな社会階層に属

するかは，学歴と資格による。年功序列で役職が上がっていくことはなく，＿上がっていくた

めにはより上の資格を取る必要がある。そのため，様々な資格：ＣＡＰ（職業適性証書)，Ｂ

ＥＰ（職業学習証書）等が学歴によって用意されている。また，「すべての若者が，最終学歴

の水準にかかわらず，卒業前に職業教育を受ける」事がフランスの教育目標に掲げられてお

り，学校教育は１０年の義務教育を終えた若者たちに，学業だけでなく職能を習得させる場

でなくてはならない。

２キャリア教育の支援機関の現状と取り組み

フランスでは、キャリア教育の支援と言うよりも，オリエンテーション（進路指導）の支

援機関が充実している。①学校における「ＣＤＩ」（資料・情報センター）の役需'ｌｏＩｌ１学．高

校にはＣＤＩが設置されており，ドキュメンタリストと呼ばれる教員が専門的に進路指導に

対応している。②ＰＤＭＦの取り組み。「''２～高３まで２００５年以降I1ill場体験が義務づけら

れており，履歴書を書き体験レポートをまとめるなど，自分でイニシアティブをとり，Ｈ己

管理することが求められる。学校生活の'１１で進路選択能力をつけることがフランスでは重要

課題となっている。

３若年層就業支援の取り組み

ＣＩＯ（情報進路指導センター：労働省傘下）という機関が各地に設置され，１６才から２５

才を対象として無料で情報の提供,教育訓練支援,学業･職業へのアドバイスを行っている。

常駐ではないが，「'１学校・高等学;校・大学にカウンセラーが配置され，生徒・家族との対話

やカウンセリング，担任のサポートも行っている。格差社会であるが故に，職業や就業につ

いての国としての支援が手厚くなされている事がうかがえた。

（塩'１１北小学校青柳俊雄）
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フィンランド海外研修報告（理数系教育）

研究の内容

教育課題研修指導者海外派遣プログラムにて，１０ﾉ１２４日～１１月４１日|まで，フィン

ランドの理数系教育の実情を兇'11Iする研修に参刀Ⅱしてきた。

研修調査団の研究課題

児童生徒が高い興味・関心をもって理科・数学科の授業に取り組むために有効な

教育ili'１度の在り方，教育課稗の編成，学習内容と学習指導の特徴について調査研究。

調査団の調査対象

学校：メルウスバ小学校，ヘルシンキ数学高校，クオッバヌンミ総合学校

ヘルシンキ大学附属ヴイーッキ教員養成実習校

閲係機関：国家教育委員会，国立自然科学数学センター，自然科学博物館

ヌークシオ国立公園，ヘウレカ科学技術館，教科書出版社(ＷＳＯＹ社）

教職員組合，理数系教員糾合

研究のまとめ

教育制度の特徴

（１）一人一人を大切にする平等な教育，子どもが自ら学ぶことが雑木

（２）権利・福祉としての教育

（３）教師がプロとして信頼され，教師が働きやすい環境

フィンランドにおける理数系教育の実際

（１）算数・数学教育について

授業の中で作業させる，かかせる，説Iﾘ]させるということを敢視。結果のみで

なく，学習過程で発見することができるような問題解決能力を育てる授業体系が

構築されている。小学校１，２年の学年に多くの教師を配置し，組織的・計画的

に佃に応じたIHi学習指導が充実していた。さらに異なる教科書が２種類存在し，

子どもの能力に応じそれぞれ適宜用いて学習をiikめていた。

（２）理科教育について

小学校１，２年生の頃は，環境や生物に目を向けやすく，発達段階が上がるに

つれて物理や化学に興味を持つととらえられている。子どもの関心や意欲が向け

られている学習内容を重視してカリキュラムが組まれている。また，教科書でス

パイラル的に学習内容を繰り返し取り扱うことで，子どもたちが学ぶ機会を豊富

に川蔵している。日本でも見直されてきているので，今後の教育効果が期待でき

ると考えられる。

（３）各種理数系機関との連携や取り組み

児童・生徒の体験値を高めたり，学校で学習した内容を定着したり，高めたり

するための場が豊富に川意されていた。「1本でも国立科学博物館や各都道府県立

の博物１W(などの施設が充実しているので，利Ⅱ]方法を工夫することで，児童・生

徒の体験学習の場として，もっと効果的に施設を活用できるのではないかと考え

られる。（笛川中学校小林誠治）
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